
当協会がお客さまに設置した「低圧絶縁監視装置」により電気事故を未然に防止した事例を紹介さ
せて頂きます。
ある日の夕方、当協会監視センター（電気設備の絶縁状態を２４時間監視し、異常が発生すると事業
所に自動通報するシステム）から老人保健施設の漏電を知らせる警報を受信しました。早速、同僚と2
名で警報発生中の同保健施設に出動しました。
到着後、お客さまの連絡責任者の方に、漏電警報発報時の状況を問診しましたが、「通常通りの電気
使用であり、特に異常な箇所はなかった」とのお話しでした。
その後、施設内の調査に入り、低圧絶縁監視装置の「電灯回路（１００Ｖ）」に漏電表示を確認、測定器

で不良回路を探査した結果、機械室内にある｢電灯分電盤」内の回路が不良であることがわかりました。
更に、事故原因を究明するため分岐回路を調査したところ、「事務室のコンセント回路」が漏電箇所

と判明しました。このときは、比較的簡単に不良箇所が発見できるものと思われましたが、全ての機器
をコンセントから外しても一向に漏電箇所は改善されませんでした。
あとは、コンセントまでの配線(ケーブル)不良しかないと思いましたが、通常壁の中にある配線に傷

が付いて漏電することは考えにくいので、普段この施設を使用している連絡責任者の方に「施設内で
最近、何か工事等はしていませんか？」と、再度事務所に戻り問診したところ、連絡責任者から「電気に
は関係ないと思いますが、壁に小さな棚を取り付けました」とのお話があり、直感的に「これだー」と同
行の同僚と顔を見合わせました。
現場に直行すると棚を固定するＬ字型金具の固定用ネジが目に止まり、その場の状況からケーブル

にこのネジが貫通して傷が付いているのではな
いかと推測しました。
早速この固定用ネジを抜いて測定すると絶
縁抵抗値が大幅に改善し、これが原因であるこ
とが判明しました。
傷ついた箇所は補修し、後日ケーブルを取り
替えすることをお願いして現場を退去しました。
今回紹介させて頂いた事例は、「低圧絶縁監

視装置」の有効性とお客さまからのお話を十分
聞くことが不良箇所の早期発見につながること
を再認識するものでした。
当協会の「低圧絶縁監視装置」は、漏電による

感電・火災電気事故などを未然に防止する装置
で、工事も当協会で行います。国が定める設備要
件に適合する全てのお客さまに取り付けること
としております。
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